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学校法人  プール学院  事務局  オクスラド基金  募金室

オクスラド通信　第 13 号をお届けします。
　皆様の温かいお祈りとともに、オクスラド基金へのご協力をいただき、ありが
とうございます。今回の第 13 号はご遺贈いただいた旧教員のご紹介、基金によ
る活動報告などを掲載しております。ぜひお読みいただき、ご意見・ご感想等を
いただければ幸いでございます。

●委 員 長 　� 　
内　海　伸　晃（プール学院中学校・高等学校元校長）
●副委員長 　� 　

磯　　　晴　久（学校法人プール学院理事長）
安　福　　　朗（プール学院中学校・高等学校校長）
鈴　木　光　子（一般社団法人 POOLE 理事長〈プール学院同窓会〉）
奥　井　浩　子（プール学院中学校 ･ 高等学校後援会長）
堀　　　久美子（プール学院中学校 ･ 高等学校ＰＴＡ会長）
中　山　浩　子（学校法人プール学院事務局次長）
桜　井　和　之（学校法人プール学院常務理事）
成　岡　宏　晃（プール学院中学校・高等学校チャプレン）

●実行委員 　� 　
大　塚　陽　子（一般社団法人 POOLE〈プール学院同窓会〉）
浦　垣　敏　子（一般社団法人 POOLE〈プール学院同窓会〉）
五十嵐　よし子（プール学院ミヅパ会〈短期大学・大学同窓会〉）
宮　澤　喜代美（プール学院中学校・高等学校後援会副会長）
柳　瀬　正　行（プール学院中学校 ･ 高等学校ＰＴＡ副会長）
澤　村　厚　司（プール学院中学校 教頭）
杉　原　享　子（学校法人プール学院事務局総務課長）

第 13 号
2022. 2・3

　2021年１月20日　片山敬子先生が天に召されました。心からご冥福をお祈りいたします。
　敬子先生は戦後すぐ1949年にプール学院に奉職され1992年に退職されました。その間、
本校のキリスト教教育並びに英語教育の発展に大きく寄与され、多くの立派な卒業生を育
てられました。生徒からも教職員からも卒業生からも愛された心優しい先生でした。私の
在職と重なる部分は少しでしたが、クリスマス礼拝や入学式、卒業式の演奏で指揮をした
時には必ず声をかけて頂きました。今から思うと未熟な演奏だったと思うのですが、敬子
先生は「良かったわよ」とか「よく頑張りましたね」と新任の私に優しく話しかけてくだ
さいました。
　退職されてからは川口基督教会で長年ご奉仕されておられました。プール学院の生徒が教会礼拝や卒業感謝礼拝で川
口基督教会を使用させて頂く時は、前日の準備の時からずっと付き添って、生徒達の礼拝を温かく見守ってくれていま
した。私事ですが、私が受洗する時の名親にもなって頂きました。お願いした時も大変喜んでくださり、快く引き受け
てくださいました。その後教会に行くたびにプール学院の現状の様子や、卒業生が活躍していることなどをお話させて
頂きました。

　敬子先生は生涯、川口基督教会とプール学院の事を思い続けてくださった先生だと思います。こ
の度、敬子先生のご遺志により、ご遺産を川口基督教会とプール学院にご寄付して頂きました。本
当にありがとうございます。心より感謝申し上げますとともに、今後のプール学院の教育活動のた
め、有意義に活用させていただきます。これからもプール学院のことを天国から見守ってお支えく
ださいますようお願いいたします。
　なお、ご寄付いただいた1470万円につきましては、次回のオクスラド通信のご芳名録に改めて掲
載を予定しております。

オクスラド基金委員長　内　海　伸　晃

　  片山先生（新任時）

故片山敬子先生を偲んで
―遺贈によるご寄付への感謝―

洗礼式
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英国聖公会の宣教師で「東洋女子教育協会」から派遣された、ミス・オクスラドが1879年（明治 
12年）６月２日に大阪川口居留地４番の自宅で女学校を設けたのが、プール学院のはじまりです。
2019年に140周年を迎え、本学院の歴史の歩みを確認しつつ、使命の実現に向けて、創立者名を
冠とする基金を発足させ、創立150周年に向けてのさらなる発展充実の礎といたします。

は じ め に

目的と使途
創立150周年に向け、新たな発展を目指すための礎として、以下の目的と使途を考えています。

　＊　教育研究の支援：教育研究施設の保守・改修と教育研究活動のより一層の充実を目指し、
様々な支援をおこないます。

　＊　特別活動の支援：生徒及び卒業生のボランティア活動やクラブ活動等、特別な活動の一層の
充実を目指し様々な支援をおこないます。

　＊　奨学生への支援：生徒への奨学資金の充実をおこない、学びの支援をおこないます。

　　 具体的な使途内容につきましては、オクスラド基金規程に基づき、オクスラド基金委員会で
決定します。

目　標
2013年６月２日（134周年創立記念日）〜2029年度末（150周年）

《第1期：2013年６月２日〜2019年６月1日》
《第2期：2019年６月２日〜2029年度末》

10 億円 期　間

募金の方法について

オクスラド基金について

● 個人の皆さまへ ● 法人の皆さまへ

　［ご入金方法］
以下の方法によりご入金をお願いいたします。

① 銀行振込
銀 行 名：三菱 UFJ 銀行 今里支店
口座番号：普通預金 No．1136329
口座名義：学校法人 プール学院

② 郵便振替
口座番号：00980−6−95144　
加入者名：学校法人 プール学院

③ インターネットのご利用
学校法人プール学院および中学校・高等学校のホームペー
ジからクレジットカードでご寄付がいただけます。

④ その他
直接にご持参いただくこと、またご自宅等へお伺いするこ
とも可能です。

　［寄付金の免税措置について］
寄付金の額が2,000円を超える場合には、その超える金額の
40％相当額（所得税額の25％を限度）を個人の所得税額から
控除ができます。詳しくは募金室までお問い合わせください。

＊　専用の振込用紙がございますので、誠にお手数ですが、募金室までご
連絡をお願いいたします。

＊　寄付金全額を損金に算入できます。

◆ 遺
い

贈
ぞ う

によるご寄付について

オクスラド基金へのご寄付は、不動産・株式等の現物でも譲渡所得が
非課税となります。 
遺

い

贈
ぞ う

として本基金にご寄付をお考えの方は、募金室までお問い合わせ
をお願いいたします。
信託銀行等のご紹介も可能です。

◆ 私立の学校にとり、「募金」は教育活動の源泉です

「大学教育60周年記念募金」「勝山校舎建築募金」につきまして、多
くの方々のお祈りとご寄付をいただき終了をいたしました。心から感
謝申し上げます。
プール学院の「募金」は、入学時にお願いをいたしております「教
育振興募金」と年間を通じての募金として、「オクスラド基金」の二
つとなります。何卒趣旨をご理解いただき、積極的なご寄付をお
願い申し上げます。

何かお気づきの点などがございましたら、誠に恐縮でお手数をおかけしますが、下記までご連絡を頂けましたら幸いです。
なお、ご寄付により本学が取得しました「個人情報」につきましては、本基金に関する業務（お礼状・領収書の送付、ご寄付芳名録作成等）にのみ利用させていただきます。

学校法人 プール学院  事務局  オクスラド基金  募金室
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●お詫び
　 前号（第12号2021.7）オクスラド基金寄付者ご芳名・受

入れ状況報告に記載漏れ等がございましたので、お詫
びとご報告を申し上げます。大変申し訳ございません
でした。

〈寄付者ご芳名〉
　10万円以上
　　　プール学院中学校・高等学校　後援会

〈受入状況報告〉
　４．後援会（中学・高校）
　　　【誤】１件　10,000円　　【正】２件　510,000円

ご確認のお願いを申し上げます
　ご寄付の状況のご報告にあたり、ご確認とともに以下をご留意くださいますようにお願い申し上げ
ます。
＊下記「オクスラド基金受入状況報告」は、発足から昨年12月25日までにご寄付（ご入金）をいただ

いた件数・金額を掲載させていただいております。
＊ご芳名につきましては、前回まで（2014年〜2020年）と同様の分類（申込書に記載）に基づき、次

回発行予定のオクスラド通信第14号にて、ご掲載をさせていただく予定をしております。
＊ご掲載方法の変更（辞退・掲載希望等）につきましては、お手数でございますが、すみやかにご連

絡いただきますようお願い申し上げます。

オクスラド基金のご報告

　　　　　　　　　　　　　　　　オクスラド基金受入状況報告� 　2021. 12. 25 現在（単位：件、円）

期　　　間 2020年3月31日までの受入 2020年度受入 2021年4月1日〜
12月25日までの受入 合　　計

項　　　目 入金件数・金額 入金件数・金額 入金件数・金額 入金件数・金額
１．保　護　者 222 8,462,936 7 310,000 4 130,000 233 8,902,936
　　中学・高校保護者 199 8,134,936 7 310,000 4 130,000 210 8,574,936
　　　内トイレ指定募金※ 8 195,936 8 195,936
　　大学・短大保護者 23 328,000 0 0 23 328,000
２．教　職　員 320 23,772,302 8 195,000 23 15,301,000 351 39,268,302
　　教職員（現職） 158 9,769,332 2 20,000 9 320,000 169 10,109,332
　　　内トイレ指定募金※ 38 1,365,000 38 1,365,000
　　　内短大指定募金 1 10,000 0 0 1 10,000
　　教職員（旧職） 162 14,002,970 6 175,000 14 14,981,000 182 29,158,970
　　　内トイレ指定募金※ 10 1,670,000 10 1,670,000
　　　内短大指定募金 1 50,000 5 45,000 6 95,000
３．同　窓　会 616 18,985,845 55 1,935,820 52 576,652 723 21,498,317
　　本部同窓会 525 15,531,318 53 1,720,820 35 442,152 613 17,694,290
　　　内トイレ指定募金※ 39 680,000 39 680,000
　　　内短大指定募金 10 84,000 6 45,152 16 129,152
　　ミヅパ会 81 3,112,000 1 200,000 16 124,500 98 3,436,500
　　　内短大指定募金 1 200,000 3 30,000 4 230,000
　　支部など 10 342,527 1 15,000 1 10,000 12 367,527
　　　内トイレ指定募金※ 1 20,000 1 20,000
４．後援会（中学 ･高校） 75 7,165,366 5 556,000 5 580,000 85 8,301,366
　　　内トイレ指定募金※ 16 2,277,780 16 2,277,780
５．後援会（短大） 0 0 0 0 1 3,500,989 1 3,500,989
　　　内短大指定募金 1 3,500,989 1 3,500,989
６．学生会（短大） 0 0 0 0 1 1,085,688 1 1,085,688
　　　内短大指定募金 1 1,085,688 1 1,085,688
７．教 会 関 係 10 715,000 0 0 1 10,000 11 725,000
８．役員・評議員 77 3,881,000 5 240,000 6 150,000 88 4,271,000
　　役員・評議員（現職） 66 2,576,000 3 210,000 5 145,000 74 2,931,000
　　　内トイレ指定募金※ 2 105,000 2 105,000
　　　内短大指定募金 1 100,000 1 50,000 2 150,000
　　役員・評議員（旧職） 11 1,305,000 2 30,000 1 5,000 14 1,340,000
　　　内短大指定募金 1 20,000 1 20,000
９．企　　　業 23 2,500,000 3 110,000 3 105,000 29 2,715,000
　　　内トイレ指定募金※ 1 100,000 1 100,000
10．そ　の　他 69 1,296,267 4 40,000 5 75,000 78 1,411,267
　　　内トイレ指定募金※ 2 24,600 2 24,600
　　　内短大指定募金 1 22,000 1 22,000

合　　　計 1,412 66,778,716 87 3,386,820 101 21,514,329 1,600 91,679,865
　　　内トイレ指定募金※ 117 6,438,316 117 6,438,316
　　　内短大指定募金 15 464,000 18 4,778,829 33 5,242,829

※トイレ指定募金は2020年3月31日で終了しました。
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学校法人 プール学院

プール学院中学校・高等学校・事務局
〒 544 − 0033  大阪市生野区勝山北 1 − 19 − 31
電　話（06）6741 − 7005 ㈹
ＦＡＸ（06）6731 − 2431
　   https://www.poole.ed.jpホーム
ページ

一般社団法人 POOLE（プール学院同窓会）
〒 544 − 0033  
大阪市生野区勝山北 1 − 11 − 43
　　　　　　　　　　　　  （プール学院会館内）

電　話（06）6715 − 0820
ＦＡＸ（06）6710 − 4410
　   http://www.poole-obog.com/ホーム
ページ

大阪府内の聖公会関連学校

学校法人�トリストラム学園�認定こども園�プール幼稚園
〒 546 − 0023　大阪市東住吉区矢田 3 − 2 − 18
電話（06）6698 − 7700　ＦＡＸ（06）6698 − 7290

博愛社学園幼稚園
〒 532 − 0028  大阪市淀川区十三元今里 3 − 1 − 72
電話（06）6302 − 2095

桃山学院中学校・高等学校
〒 545 − 0011  大阪市阿倍野区昭和町 3 − 1 − 64
電話（06）6621 − 1181

桃山学院大学
〒 594 − 1198  和泉市まなび野 1 − 1
電話（0725）54 − 3131

桃山学院教育大学
〒 590 − 0114  堺市南区槇塚台 4 − 5 − 1
電話（072）288 − 6655

聖バルナバ助産師学院
〒 543 − 0032  大阪市天王寺区細工谷 1 − 3 − 18
電話（06）6779 − 1675

　2020年度より、プール学院でもクラブ指導員制度が創設されました。本校で
は以前から、技術的指導を担っていただくクラブコーチ制度がありました。こ
の指導員制度はそれを一歩進めて、学校が承認したクラブ指導員の方に、引率
をも含め部活動の補助を依頼する制度です。オクスラド基金から引率指導の経
費をお支えいただいています。
　おかげさまでここ数年の中高放送部は、NHK杯全国中学校放送コンテスト、
NHK杯全国高校放送コンテスト、近畿高等学校総合文化祭、全国高等学校総
合文化祭などで大阪予選を勝ち抜き、近畿大会、全国大会級に出場する生徒が
続いています。アナウンスや朗読についての高い技術が競われるこれらの大会
で成果を出すには、私の専門性は十分でないと感じるため、本校元教員で長く
放送部を指導してこられた内野洋子先生に指導員をお願いしています。先ほどは、
勝ち抜くと表現しましたが、放送部の実際は、技術を磨くために必要なのは他
校の優れた生徒との合同練習や相互批評の機会です。必然的に、土曜午後や日
祝日の校外活動が増えますが、その一部を内野先生に担っていただいています。
　全国の学校で広がっているクラブ指導員制度には２つの側面があります。１つはより高い専門的な技術指導
を生徒に提供すること、もう１つは複雑化し多忙化する教員の働く環境を守ることです。本校のこの制度を背
後から支えていただいていることに、心より感謝申し上げます。

　プール学院中学校・高等学校内に2021年11月１日より「プール学院短期大学
記念室」を開設し、記念室横に銘板を設置いたしました。銘板につきましては、
オクスラド通信11号でお願いいたしました「短期大学記念室開室と資料整理等
の募金（指定募金）」のうち、プール学院ミヅパ会（短期大学・大学同窓会）
より短期大学の最終年度にお寄せいただいたご寄付を用いて作成させていただ
きました。
　銘板には勝山キャンパス、泉ヶ丘キャンパスそれぞれに所在していた年代が
刻まれており、70年間の歴史の重みを感じます。
　素晴らしい銘板を設置させていただき、心よりお礼申し上げます。

第41回近畿高等学校総合文化祭滋賀大会
当日の琵琶湖畔での指導風景

クラブ指導員制度のご支援に感謝申し上げます 中高放送部顧問　勝　見　昌　浩

お礼とご報告を申し上げます

記念室銘板


